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はじめに 

 

社団法人三重県畜産協会では、平成 17 年度からの 3ヶ年、社団法

人中央畜産会の助成を受けて、「地域畜産ふれあい体験交流推進事

業」を実施してきました。この事業では、畜産生産物も含み畜産全

般への理解醸成と食育の推進を目的として、家畜の生産現場へ小学

生の皆さんを誘い、その場でしか体験できない家畜・畜産とのふれ

あいを実現したり、畜産物の生産・流通に理解を深めながら、畜産

の振興への願いも込めて調理体験の場を提供したりしてきました。 

昨年度から取り組んだ「地域畜産ふれあい体験交流活性化事業」

では、消費者等に畜産が直面する現状を知ってもらう機会を設け、

畜産理解の醸成を図りながら畜産経営の改善を積極的に進めること

を目的として、畜産サイドから消費者の皆さんなどを受け入れる体

制を整備することを視野に入れた事業を展開してきました。 

 

平成 22 年 3 月 

社団法人 三重県畜産協会
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Ⅰ 地域畜産ふれあい体験交流活性化事業の目的と概要 

畜産をめぐる情勢は、飼料原料価格や原油価格の高騰により経営を圧迫される厳しい環境

下であったり、消費サイドからは生産物への安全・安心に対し非常に関心が高まるなど、畜

産物に対して社会の要請も強くなってきています。 

畜産サイドとしては、消費者の皆さんなどに直面する畜産の現状を知ってもらう機会を設

け、消費者の皆さんなどに畜産理解の醸成を図る必要がありますが、消費者の皆さんなどを

受け入れる体制が充分であるとは言えない現状です。このようなことからこの事業では受け

入れ体制を整備し畜産経営の改善を積極的に進めることを目的としています。 

当協会を始め地方段階で取り組む事業内容は次のとおりです。 

(1)地域活性化会議の開催 

県内の畜産関係団体など参集し、事業計画や具体的な推進方法等を協議する会議を開催

し、事業実施に必要な事項を検討します。 

(2)消費者等受入体制整備の検討 

畜産農家が消費者などの皆さんを受け入れる体制を整備するためのモデル的な牧場を整

備するとともに、周辺農家に対する受け入れ体制整備のための検討会を開催します。 

(3)講習・研修会等の開催 

学校教師、消費者団体等に対して現場研修、講演会等を開催します。 

(4)体験・交流会の開催 

事業に対する理解推進のため児童、消費者等を対象としてモデル農場等において家畜と

のふれあい、各種生産体験、生産者との交流を図ります。 

(5)調理教室の開催 

児童、消費者等の畜産物に対する理解醸成のため国産畜産物を使った加工調理教室を開

催します。 

(6)広報宣伝資材の作成 

児童、消費者等の畜産理解促進に不可欠な各種の普及･啓発広報資材の作成配布と情報の

収集発信を行います。 
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Ⅱ 地域畜産ふれあい体験交流活性化事業の実施状況について 

 

1 地域活性化会議の開催 

この会議は、畜産生産者、消費者、加工流通販売業者、教育関係者、精肉販売関係者など、

畜産に関わる関係者や畜産を取り巻く関係者に参集いただき、本年度の事業の取り組みにつ

いて協議検討を行うとともに、事業効果の評価を把握しながら事業の円滑な推進と普及啓発

を行うことを目的として開催しました。 

(1)開催年月日 平成 21 年 7 月 14 日（火） 

(2)開催場所 三重県教育文化会館 第一会議室（津市桜橋） 

(3)協議内容 

・事業概要の説明 

・事業計画の内容検討 

次の事業計画内容について検討協議を行い、推進内容を決定しました。 

① 消費者等受入体制整備について 

畜産農家が消費者等を受け入れる体制を整備するためのモデル的な牧場について研修

するとともに、他の農家に対し、受け入れ体制整備のための課題や手法について検討す

る。 

・開催 1回 

・参集者 生産者、酪農協等関係者 

② 講習・研修会等の開催について 

学校教師、消費者団体等に対して現場研修、講演会等を開催する。原則として材料費、

会議費等について参加者から徴収する。 

・開催 1回 

・参集者 消費者、学校関係者等 50 人 

③ 体験・交流会の開催について 

事業に対する理解推進のため児童、消費者等を対象としてモデル農場等において家畜

とのふれあい、各種生産体験、生産者との交流を図る。原則として材料費、会議費等に

ついて参加者から徴収する。 

・開催 1回 

・参集者 小学生対象の畜産体験 50 人（大紀町、明和町） 

④ 調理教室の開催について 

児童、消費者等の畜産物に対する理解醸成のため国産畜産物を使った調理教室を開催

する。原則として材料費、会議費等について参加者から徴収する。 

・開催 1回 

・参集者 小学生対象の調理体験 50 人（松阪市） 

⑤ 普及・啓発広報資材の作成について 

児童、消費者等の畜産理解促進に不可欠な各種の普及･啓発広報資材の作成配布と情報
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の収集発信を行う。 

・パネル作成    生産者の 1日等、4種 

・普及啓発資材作成 牧場訪問の手引き、100 部 

・教材等作成    牧場訪問用教材、200 部 

・レシピ等     畜産物紹介付レシピ、300 部 

・事業報告書    事業とりまとめ報告、100 部 

・情報収集発信   ホームページ活用 

具体的な内容としては、次のことを報告したり検討いただいたりしました。 

①本事業の前身である平成 17 年度から 19 年度事業については、食育を主眼に置いてい

たが、昨年度委からの事業では、消費者に畜産の理解醸成の場を提供できる畜産サイ

ドの育成、体制の整備に軸足が移ってきていることを伝えました。 

②事業計画については、上記内容を説明するとともに、中央畜産会が昨年度から実施し

ているこの事業の全国シンポジムを三重県内で開催する計画であることを報告しまし

た。 

また、本年度の事業推進では、調理教室も従来の 1 回開催から 2 回開催が可能になっ

たこと、参加者の募集方法については、一般公募でもよいが、特定のグループ等を対象

にすることも事業効果を高めることになると思われると説明しました。 

検討委員からは、「調理教室の開催が 2回になれば、その素材を肉、牛乳、卵など幅を

持たせるのが良いのではないか。」という意見が出されました。 

講習・研修会、受け入れ牧場用冊子等について、昨年度は、採卵鶏を対象として事業

を進めたことから、本年度は、酪農に焦点を当てた推進について提案し、承認を得たま

した。講習・研修会については、「受け入れ牧場を増やすための勉強会としての位置付け

ですが、新型インフルエンザの関係もあり場内への入場を自粛することが求められてい

る。」といった意見もありました。 

 

2 消費者等受入体制整備会議の開催 

農村女性アドバイザーが取り組む食育活動について報告いただき、出席者から感想や質問

を得ながら、当事業やそれぞれの経営で実施する消費者等の受入れに生かせるよう意見交換

した 

(1)開催年月日 平成 22 年 1 月 22 日（金） 

(2)開催場所  松阪農業公園ベルファームレクチャールーム（松阪市伊勢寺町） 

(3)対象者  

 [アドバイザーの活動状況] 

・会員は 25 名で構成。畜産 5人の他は、水稲、果樹、野菜など多種の農業に及ぶ。 

・会員の構成関係から、お互いに会員間でも他の農業から学ぶことは多い。 

・地域の活動であることから、活動の場を持ち回り制の形にしている。（農業体験など） 

・企画などについは、代表が提案すると会員がこれをもとに意見を出し合い発展的な形でま

とまめることができる。 
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・活動の背景には普及センターの支援がある。活動費については、普及センター関連事業や

数は少ないが謝礼によるものもある。 

・各会員のモチベーションが高いと思われる。 

・畜産仲間だけの活動ではないことから、収穫祭での食事内容もバラエティーに富んでいる。 

・創作劇も 3作目に取り組んでいる。児童たちを飽きさせないことを目的に時間は 20 分まで

に切り詰め、舞台上のみの進行ではなく見学者を巻き込んだ展開を心がけている。3作目

は、「朝ごはんを食べよう」をポイントにしている。 

[畜産経営が取り組む活動] 

・それぞれの経営で対応しているのは、地域内の小学生への食育授業の一環として児童を牧

場に迎えているといった内容が多かった。 

・肉用牛経営では、「と畜」をどう伝えるのかが悩ましい問題であるが、児童の事前学習によ

り成果が上がっているということも認識している。 

・小学生等子供たちを対象にした活動も大切であるが、教員に対しても正しい情報提供と理

解醸成が重要。 

・地域のアドバイザーとして活動もしているが、対応可能時間（活動できる時、時間）がま

ちまちでまとめることが困難。 

・酪農教育ファームは、該当牧場が適正か否かといった審査もある制度。経営主は研修の必

要もあり、時間的な制約もある。同制度では、現場で使用できるグッズの提供があったり、

伝達するデータが統一できるようにといった指導もある。 

・中小家畜では特に防疫体制の強化が行われ、現場で直接家畜に触れる機会はなくなってき

たのが実情。訪問者に防疫意識をもってもらうためにシューズカバーや消毒液の使用を実

施している。 

・訪問者を受け入れる際には、事故の発生にも留意。 

・対象となる学年や人数などにもより、受入時の状況は多種多様、各経営の条件にあった受

入実施が肝要。 

 

アドバイザーの活動状況を報告 酪農教育ファームについて語る酪農家 
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それぞれの経営における受入状況について意見交換 

 

 

3 講習・研修会等の開催 

酪農経営に焦点をおき、ＪＡ女性部会員の皆さんに酪農農場を見学いただき、酪農経営者

と意見交換を行いました。 

(1)開催年月日 平成 22 年 3 月 3 日（水） 

(2)開催場所  研修会場：渡辺酪農（鈴鹿市追分町） 

講習会場：椿会館 会議室 

(3)対象者 ＪＡ女性部会員等 24 名、酪農関係者等 14 名 

(4)開催内容 

《現地研修等》 

・牛舎の見学や乳牛の飼育状況、給与飼料、調整されたサイレージ、搾乳施設等ハード・

ソフト両面について、渡辺友裕さんと家族の皆さんにより説明を受けました。 

・防疫意識を感じ取ってもらいたいという気持ちも込めて、見学者にはシューズカバーの

着用をお願いしました。 

・搾乳中の牛に給与する飼料と乾乳中の牛に給与する飼料の違いを手に取ってみたり、サ

イレージの香りを嗅いで、「発酵飼料」を実感してもらいました。 

・当農場は、フリーストール方式であることから、搾乳施設へ牛が自分から移動してくる

ことを聞いたり、稼働させたティートカップの吸引の仕方も体験してもらいました。 

《意見交換等》 

・自己紹介 

酪農生産者等畜産関係者は自己紹介し、農協女性部会長からは、会を代表する形での

活動状況等について紹介いただいた。 

・酪農、牛乳、酪農情勢等の説明 

三重県酪連河野参事から、酪農の豆知識として、「牛乳ができるまで」「牛乳生産」「牛

乳から生産されるもの」等について、また、統計資料等により三重県の酪農情勢につい

て説明をいただきました。 
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もちろん、牛乳が優れた食品であることを再確認してもらい、消費拡大もお願いしま

した。 

・消費拡大運動等の紹介 

酪農女性会議から今まで取り組んできた牛乳の消費拡大運動について紹介を受けまし

た。酪農業界が低迷する中で、消費拡大は重要なことであり、テレビＣＭでも「牛乳に

相談だ」というＣＭを流していたことや「父の日に乳を贈ろう」キャンペーンでは、三

重県知事、津市長、松阪市長等にプレゼントしたようすをお話しいただきました。 

[参加いただいた方々とは次のようなお話がありました。] 

・農場でみた飼料にはどんな工夫がされているのか、牛乳の質に影響があるのか？ 

⇒かつては、NonGMO 飼料を使っていたが、コストが高くなってきたこともあり、一般の飼

料に変更したが、牛の健康のために適切な飼料を給与している。エネルギー不足でも過

剰でもダメ、自給飼料の栽培により自給率のアップに努めている。飼料は養分を計算さ

れたものである。 

・牛乳の価格には幅があるように思うがなぜか。 

⇒一般的に牛乳と呼ばれているものの専門的に区分すると「牛乳」ではないものもあり、

要注意。しっかりと内容を確認してほしい。価格の差は原料の差でもある。 

・酪農経営に休日はあるのか、家族協定を結んでいるのか。 

酪農家の皆さんそれぞれから回答をいただいた。それらによると次のとおり。 

⇒家族協定は、普及センターの勧めで締結した。しかし、実態とは乖離したようすもある。

休日は、家族交代で取っている。 

⇒ヘルパー制度があるので、これを利用して休日とする。ただし、費用がかかるので、容

易にというわけにはいかない。 

⇒ほとんど休みもなかったが、昨年、長年のご褒美の意味も込めてもらい海外旅行に出か

けた。 

⇒家族の中で「早い者勝ち」風に休暇を確保しているが、公的な用事を優先。 

⇒ヘルパー制度もほとんど利用せず、休日も少ない。昼休みを長くとって自分の時間にし

ている。 

・教育ファームについて 

渡辺さんからは、「子供たちへの食農教育と位置付け、教育ファームの認定を受ける以前

から地域内の小学生を農場に招いている。教育ファームも認定が難しくなっているが、

研修にも出かけ、どのように説明し、どのように酪農を理解してもらえばよいのかを学

んでいる。酪農の現場は、「命」を感じ取れる農業であり、食育に適した環境であると思

っている。」とその熱意を語っていただきました。 

食育に関係し、次のような発言もありました。 

・農山漁村のつどいの場で、天白小学校教諭による食育についての報告を聞いたが、内容

の濃い、素晴らしい教育がされていることに感心した。 

・牛に触れる、農場へ出向くことは、五感を使って体験できる貴重な時間である。 

・牛はどれくらい飼育されるのか、その後はどうなるのか 
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・平均的な話になるが、1年 1産を基本として、3産から 4産がひとつの区切りになる。産

業動物なので、淘汰されることになるが、肉としての利用もあり、無駄にはなっていな

い。 

みなさん、おはようございます 牛舎の中を案内 

機械化されているようすにびっくり 会話もはずみます 

ティートカップの吸引を体験 牛乳を飲んで下さい 
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サイレージの香りを確かめてみる 牛さんの紙芝居・・・ 

酪農、牛乳、乳製品について学習してもらいました 

いろいろなご質問にもお答えしました 
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4 体験・交流会の開催 

この開催については、事業に取り組んで以来継続して松阪市立天白小学校 6 年生を対象に

してきました。本年度も事前に松阪牛について幅広く学習してきた同校生徒を対象としまし

た。 

また、体験は肉用牛だけに止めず、大内山酪農農協の協力により、搾乳体験や牛の検診体

験、バターづくりも体験し、日頃の学習の幅を広げるとともに畜産への理解を深めました。 

(1)開催年月日 平成 21 年 10 月 28 日（水） 

(2)開催場所 大内山ふれあい牧場（度会郡大紀町） 

吉田牧場（多気郡明和町：松阪牛飼育生産農場） 

(3)対象者 小学校 6年生児童 75 名 

(4)開催内容 

この体験に参加したのは、松阪市立天白小学校 6年生の皆さん 75 名です。同校は学年毎

に地域の農業や水産業の学習を進めており、6 年生は「世界のブランド松阪牛」について

学習を深めてきました。生産者を学校に招き牛と触れ合ったり、飼育についての苦労や喜

びについて話を聞いたり、松阪食肉公社や三重県食肉衛生検査所を訪問して、と畜や畜産

物の安全性について学習しています。 

この「体験・交流会」も畜産全般について基礎知識を身につけた生徒さんたちの参加に

よるものです。 

この開催については、以下に述べるように畜産現場での体験が主となりますが、限られ

た時間の中でしたが、バス車内でも酪農、肉用牛の基礎知識や牧場を訪問する際の注意事

項について説明し体験がより有意義なものになるよう当協会から説明させていただきまし

た。 

《大内山ふれあい牧場での畜産体験》 

このふれあい牧場は、度会郡大紀町にあり、高速道路を利用することにより交通の便も

よく、当事業のホームページでも紹介している施設です。 

今回の畜産体験も大内山酪農農協の皆さんや獣医さんの協力を得て、バターづくり体験、

搾乳体験、聴診器による検診などを体験しました。 

搾乳体験や聴診器をつかった「検診」体験では、その体験の前後に家畜への防疫や人間

側の衛生管理について意識を持ってもらうことも視野に入れて手洗いアルコールの消毒も

しました。 

乳しぼり体験では、始めに自分の親指を「乳頭」にみたてて、搾り方を遅教わってから

全員が乳しぼりを体験しました。牛も時々動いてみんなを困らせる場面もありましたが、

教わったように乳頭を握ると「ピュッ」と乳が出ました。 

また、獣医さんに教えてもらい聴診器で「心臓」「肺」「胃」の音を聞いてみました。聞

こえ方はそれぞれ違ったかもしれませんが、「トントン」「ゴゴォー」といった音が聞こえ

たようです。 

バターづくり体験では、「乳」をいれたボトルを力いっぱいシャカシャカと振り続けまし

た。 
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ボトルの中の「乳」に変化が見られるころには汗だくの生徒さんもたくさんいました。 

それぞれの感想などについては、後掲のアンケート結果などをご覧下さい。 

《吉田牧場》 

大規模肉用牛経営やその施設・機器具などについて農場現場で経営者から説明を聞いて

畜産現場を知るとともに、牛に粗飼料（稲わら）を給与する体験をしました。この稲わら

は吉田さんが近在の水田から収集したものであり、このことから「資源の循環」について

も学習することができました。 

説明した事項以外についても、生徒の皆さんからは牛そのものについてや飼育について

いろいろな質問が浴びせられました。この牧場見学に当たっては、当事業で作成した「肉

牛さんこんにちは」を聞き取り用資料として利用してもらいました。 

ここでも衛生や防疫の意識を高めてもらうために、牧場への入場に際しては、シューズ

カバーの着用、飼料給与後の手洗い、アルコール消毒などを行いました。 

6 年生の皆さんは、この日以前に松阪市飯南町の森本さんが学校へ牛さんを連れてきて

くれたので、牛にふれることは初めてではありませんでしたが、「こんなに大きな牛」や「こ

んなにたくさんの牛」は初めてだったのです。 

なお、この畜産体験に当たっては、事業の実施状況を把握するために、中央委員会とし

て、千葉コープＴ氏、神奈川肉牛生産者Ｍ氏、中央畜産会Ｙ氏の参加がありました。 

こうした一日の体験を通して、印象に残った場面はそれぞれ違ったかもしれませんが、

バターづくりのことやエサやりのことを家族に話したり、これまで学んできた松阪牛のこ

ともあわせながら、さらに広い視野に立った学習に発展することを望んでいます。 

   

大内山牧場へ到着 乳の搾り方を教えてもらいます 搾乳体験 

   

聴診器で「検診」 バターづくり体験 みんなでワイワイ 

   

  バターミルクを試飲 



－ 11 － 

   

出来上がりをチェック  

   

吉田牧場でお話を聞きました 稲わらを給与 

   

お腹をすかしていた牛さん、おやつに満足！ 

   

質問もしました  感想を発表しました 
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ふれあい事業体験交流会アンケート結果 

 

平成 21 年 10 月 28 日 実施 

回答者数 73 名 

 

１． 学年（  6 年生  ） 年齢（11～12 歳） 

 

２． 男女区分 

 

 

 

３．今日は何が良かったですか。（３つまで） 

①家畜などとのふれあい ②バター手作り ③乳搾り体験  ④心音聴診体験 

⑤哺乳体験       ⑥えさやり   ⑦ブラッシング ⑧その他 
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４．家畜（動物）ふれあい体験をした感想をお聞きします。（３つまで） 

①初めて家畜に触った ②気持ち悪かった ③臭かった ④汚かった ⑤温かかった 

⑥優しかった     ⑦気持ち良さそうにしていた  ⑧家畜の気持ちが分かるようだ

った 

⑨またしてみたい   ⑩「いのち」の大切さを感じた ⑪家畜も人間も同じだと思った 

⑫その他（かわいい動物たちだった） 

 

 

 

 

５．バター手作りや体験をした感想をお聞きします。(３つまで) 

①初めてでおもしろかった ②できたので嬉しかった ③楽しかった  ④おいしかった 

⑤また来てしてみたい   ⑥家でもしてみたい   ⑦あまりおいしくなかった  

⑧もうしたくない     ⑨つまらなかった 

⑩その他(おもしろかったけど疲れた、振るのが疲れた、ちょっと大変だった) 
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６．このような交流会への参加は初めてですか。 

①初めて  ②２回目  ③３回以上 

 

 

７．今日の動物とのふれあいに参加された感想をお聞きします。（複数回答有） 

①来て良かった ②予想以上に良かった ③楽しかった ④また来たい  

⑤期待はずれだった   ⑥疲れた   ⑦もう来たくない 

⑧その他(すごく楽しかった、年に 3度は行きたい) 

 

 
設問への解答は、「ひとつ」でしたが、複数回答が多かったので、回答を活かして集計した。 

 



－ 15 － 

８．今日の時間配分はどうでしたか。 

①ちょうど良かった    ②全体的に長すぎた  ③説明の時間が長すぎた 

④全体的に時間が短かった ⑤その他(肉牛牧場にもう少しいたかった、ゆっくりしたかっ

た) 

 

 
 

 

９．配られた印刷物(資料)等についてはいかがでしたか。 

①よく分かった ②まあまあ分かった ③よく分からなかった ④難しかった  

⑤その他(       ) 

 

 

※自由記述の感想等については、ホームページに記載し、紙面の関係もあり当冊子で

は割愛させていただきます。 
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５ 調理教室の開催（その①） 

この教室は畜産物を通して畜産や畜産生産物や加工品に対する理解醸成を図るため

に、国産牛肉を使って調理体験を行ったものです。 

(1)開催年月日 平成 21 年 11 月 17 日（火） 

(2)開催場所 松阪市立天白小学校（松阪市曽原町） 

(3)参加対象 同校 6年生生徒 75 名が参加した。 

(4)実施状況 

専門調理師・栄養士扇田節子先生の指導により松阪牛を使った「煮込みハンバーグ」

の作り方を勉強しました。 

「お肉に粘りがでるまで、しっかりとねること。」「焼いた後も形が崩れないように、

丸めたお肉から空気を抜くこと。」といった注意事項なども交えて、レシピの手順に

従って実技と共に教えていただいた後、これに沿って生徒たちが調理実習をしました。 

ハンバーグのソースづくりについては、時間の関係から、先生が予め作っていただ

いたものを使わせていただきました。 

調理終了後、全員で試食し、扇田先生からは規則正しくバランスよく食事をするこ

との大切さやバランスのとれた食事をすることの大切さや片付けも調理の一環であ

ること、好き嫌いは簡単には治らないので、子供の頃の食事が大切といったお話があ

りました。 

調理体験や食べた後の感想などについて生徒の皆さんの声も聞かせてもらいまし

た。 

調理の材料には、普段はあまり好かれないシイタケを入れましたが、中に入ってい

ることを忘れてしまうほどおいしく食べられたとか、「家でも作ってみたい。」「松阪

牛の勉強を通して、いろいろなことが学べた。」という感想もありました。 

畜産協会からは、瀬古食品に依頼して添付してもらった松阪牛証明書に記載された

個体識別番号を基に家畜改良センター携帯サイトを利用して生徒にデータの検索を

してもらい、牛の履歴について学習してもらいました。 

扇田先生からの調理方法を学びました 
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各グループに分かれて共同作業で調理しました 

楽しくにぎやか 

焦げめを付けて焼きあげます 盛り付けも大切 
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皆で試食タイム 煮込みハンバーグ 

 

 

 

ふれあい事業体験交流会アンケート結果 

平成 21 年 11 月 17 日 実施 

回答者数 69 名 

１． 学年（  6 年生  ） 年齢（11～12 歳） 

 

２． 男女区分 

 

 

３．今日は何が一番良かったですか。 

①調理前や後のお話  ②実際の加工調理 
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③食材の名前やその食材がどこから来たかのお話 ④家畜と命のお話 

 ⑤その他 

 

４．今日、加工調理体験をした感想をお聞きします。（３つまで） 

①初めての経験で面白かった  ②上手くできたので嬉しかった 

③楽しかった    ④こんなにおいしいものとは思わなかった 

⑤期待したほどではなかった  ⑥家でもぜひしてみたい 

⑦あまりおいしくなかった   ⑧あまり勉強にならなかった 

⑨疲れたしもうやりたくない   ⑩その他 
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５．学校で農業や畜産の勉強をしたことがありますか。 

①ある   ②これからしたい  ③ない  ④わから

ない 

 

６．家で畜産物を使って何か料理をしたことがありますか。 

①ある   ②これからしたい  ③ない  ④わから

ない 
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７．今日の調理の材料は家畜の「いのち」を頂いているということは分かりましたか。 

①よく分かった  ②まだよく分からない ③人間の食料となる家畜に感謝し

たい 

④家畜にも人間と同じ「いのち」があるということがわかった ⑤「いのち」の大切さ

が分かった 

⑥食べ物を粗末にしないということが分かった 

⑦毎日家畜の世話をしてくれる農家の方に感謝したい ⑧その他 
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８．食事のとき「いただきます」「ごちそうさま」をいいますか。 

①いう  ②いわない ③たまにしかいわない ④家族と一緒のときはい

う 

⑤「いただきます」だけいう  ⑥「ごちそうさま」だけいう 

 

 

９．配られた印刷物等についてはいかがでしたか。 
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①印刷が綺麗でよく分かった ②まあまあ分かった  ③よく分からない 

④印刷が不鮮明   ⑤資料がなかった  ⑥資料が足りなか

った 

⑦書いてあることが難しかった ⑧その他 

 

１０．こんな加工調理をしてみたいと思うものがありますか。（３つまで） 

ステーキ（さいころステーキ含む） 17 件 

いろいろな（ソースの）ハンバーグ 15 件 

肉じゃが 10 件 

カレー（チキンカレー含む） 6 件 

から揚げ 5 件 

ギョウザ（揚げギョウザ含む） 5 件 

生姜焼き 5 件 

肉だんご 4 件 

オムライス 3 件 

親子丼 3 件 

コロッケ 3 件 

ロールキャベツ 3 件 

ウインナー 2 件 

牛丼 2 件 

すき焼き 2 件 

トンカツ 2 件 
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その他（以下のもの各 1件） 

アイス、揚げ物、牛汁、かつ丼、牛肉以外で他のものも作りたい、牛肉入りたこ焼

き、牛肉の卵とじ、牛肉のハンバーグ、牛乳を使った料理、グラタン、旬の野菜を使

った料理、そぼろ、チャーハン、茶碗蒸し、肉炒め、肉だんご汁、肉づめピーマン、

肉と野菜の炒め物、ハンペイ、松阪肉の野菜炒め、みそ汁、焼肉、野菜炒め 

 

※自由記述の感想等については、ホームページに記載し、紙面の関係もあり当

冊子では割愛させていただきます。 

 

６ 調理教室の開催（その②） 

一般消費者等を対象にした今回の調理教室では「牛乳・乳製品」をテーマにこれらを

使った料理を楽しみながら学び、酪農への理解醸成を図りました。 

 (1)開催年月日 平成 22 年 3 月 8日（月） 

(2)開催場所 ウエストパーク松阪 （松阪市伊勢寺町） 

(3)参加対象 消費者等 20 名 

(4)実施状況 

専門調理師・栄養士扇田節子先生の指導により「牛乳・乳製品」を使った 4つのレ

シピ「ミルクポテトオムレツ」「揚げ豆腐の牛乳あんかけ」「アルジェリア風スープ」

「クレープ・フルーツソース」に取り組みました。 

先生から料理一連の工程を実演で見せていただいた後、参加者は班に分かれ調理に望

みました。 

午後の意見交換会では、協会から、①ふれあい事業の目的、②推進状況、③本日の開

催目的等について報告しました。 

また、この事業では今回の調理教室で、「牛乳」（酪農）を取り上げましたが、「豚肉」

「鶏卵」など各方面の畜産物の消費拡大等を推進し、併せて畜産の理解醸成を図ってい

る旨を伝えました。 

続いて、三重県酪連河野参事から牛乳の成分、殺菌等処理工場での作業工程、種類（「牛

乳」とは何か）についてや、全国や三重県の酪農経営等の実態、統計的な数値、酪農業

界の紹介、牛乳の消費拡大についてお話をいただきました。 

また、参加の皆さんからは次のような意見や感想もいただきました。 

・牛乳について食品として良くないといった内容の出版物もあった。どれが正しい情

報なのかわからない。 

・成分無調整の意味について、理解ができていななった。 

・成分や「牛乳」について、パックにもっとわかりやすい表示、キャッチコピーがあ

ってもいいのではないか。 
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・酪農女性の会では、「父の日に乳を贈ろう」キャンペーン等を実施し、消費拡大を

狙っている。 

・年齢とともに骨粗鬆症が気になってきたので、検診を受けたところ、カルシウム不

足が指摘された。栄養摂取に心がけ、牛乳を摂っているが、短期で効果が表れるも

のではないことを知り、青年期から継続した摂取の必要性を感じた。 

・ダイエットしたい人にとって、牛乳のカロリーが気になるところだったが、お話を

聞いて間違った情報であったことが分かった。 

 

講師の扇田先生からレシピにそって、調理のポイントを教えてもらいます 

熱心にメモメモ・・・ グループに分かれて、調理スタート 
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順調に・・・調理も進みます 

 できあがった本日の成果 

 午後は、牛乳・酪農について学びました 
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７ 進及・啓発広報資材の作成 

畜産の理解促進のために、普及･啓発広報資材の作成配布と情報の収集発信を行いま

した。 

(1)「たのしく知って、おいしく食べてⅡ」 

これまでに蓄積した「畜産物を使ったレシピ」や「畜産の紹介」を内容として、畜

産の理解醸成並びに畜産物消費拡大を目的とした冊子を作成しました。 

(2)「さあ出かけようみえ県内ふれあい牧場」 

牛、豚、鶏などの家畜が飼育されており、一般の皆さんがいつでも訪問できる施設

を対象に紹介する冊子です。 

(3)「乳牛さんこんにちは」 

児童、消費者等が牧場を訪問する際に、牧場の施設や飼育方法について興味を持て

るように、聞き取り形式の「牧場訪問の手引き書」を作成しました。 

(4)「松阪牛物語」 

平成 19 年度に作成した版画絵本は、消費者の皆さんなどからその後も息の長い支

持を得ています。好評につき、この度、増刷をしました。 

(5)パネルの作成 

畜産理解のために次の展示用パネルを作成しました。ご利用をご希望の場合は三重

県畜産協会へお問い合わせください。 

内容については、ホームページ内で紹介しています。 

「びっくり牛の胃袋」、「牧場のお仕事」、「ぶた肉が食卓に届くまで」、「たまごの構

造」、「行ってみようよ ふれあい交流施設」、「牛乳ができるまで」 

(6)ふれあい体験施設の情報提供 

家畜とふれあえる交流牧場等について、その施設概要、ふれあえる動物の紹介、利

用方法などや地域で開催される畜産関連のイベント情報を掲載し、一人でも多くの人

が畜産を理解していただけるようにホームページから情報発信をしています。 

掲載している施設は、内容、規模、飼育されている家畜等様々ですが、それぞれに

特徴のあるものとなっています。 

《ふれあい牧場情報対象事例》（順不同） 

・四日市ふれあい牧場（四日市市） 

・大内山ふれあい牧場（大紀町） 

・有精美容卵コケコッコー共和国（道の駅寄って亭）（多気町） 

・三重県畜産研究所（松阪市） 

・伊賀の里モクモク手づくりファーム（伊賀市） 

・豊田畜産（亀山市） 

・五桂池ふるさと村（多気町） 

・南部丘陵公園（四日市市） 
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・青山里会ふれあい動物園（四日市市） 

・いなべ市農業公園（いなべ市） 

・大内山動物園（大紀町） 

それぞれのページでは、住所、電話番号、利用料金、営業時間等の基本情報から、

牧場での体験情報の他、周辺の観光情報等を紹介しています。 

また、皆さんが現地へ足を伸ばし楽しんでいただけるように、上記のふれあい牧場

や市町等で開催される畜産の内容を含むイベント情報をホームページから発信して

います。 

ホームページ「三重の畜産広場」（畜産を見よう！ふれあおう！！） 

http://mie.lin.gr.jp/fureai/ 

 

 

８ 平成 21 年度地域畜産ふれあい体験交流活性化事業第二回シンポジウムの開催 

(1)開催年月日 平成 21 年 10 月 15 日（木）16 日(金） 

(2)開催場所 松阪市内（産業振興センター、松阪市天白小学校） 

(3)開催概要 

このシンポジウムは、中央畜産会が主催するものであり「受け入れ牧場を増やし、特

に児童生徒たちが積極的に牧場へ来るようにするためには」をテーマに開催されました。 

北は岩手県、南は鹿児島県までの畜産協会職員や、畜産生産者など総勢 71 名が参集し

ました。 

シンポジウム 1日目には、松阪市天白小学校で食育教育に取り組む草分京子先生から

「総合学習の中で各学年が食育に取り組める環境には地域の協力があってのことだ。」

といった感想や松阪牛の学習の一環では「と場」を訪問し、と畜のようすを見ると生徒

たちは「食の大切さを実感できる。しかし、これは単純な見学ではなく、基礎的な学習

を積み上げた上に立った貴重な勉強である。」といった内容の講演がありました。 

また、松阪市飯南町で松阪牛を飼育する森本武治さんからは、「子牛を育てるときの

気持は、まるで自分の娘を育てるような態度で接しています。餌の好みも 1頭ごとを見



－ 29 － 

極め、毎日毎日牛の健康状態に気をかけています。」といったお話がありました。松阪

牛を通して子供たちに伝えたいことは、「命の大切さ」「お互いを思いやる気持ち」「食

べることの大切さ」「食の安全」そして「地域の文化や伝統」であると締めくくりまし

た。 

基調講演の後の意見交換会では、命や食の大切さをと畜現場を通して学べる地域の環

境を賞賛する声も聞かれました。 

平成 19 年度に中央畜産会が企画作成した DVD「みんなで考えよう！大切ないのちと

食べ物」の上映には感嘆の感想も聞かせていただきました。 

シンポジウム 2日目には、森本さんが小学校へ連れてきた子牛 2頭を生徒たちが取り

囲み、ブラッシングをしたり稲ワラを与えるなどの体験をしました。稲わらを始め配合

飼料、麦など 1回分の量が示されたり、ブラッシング道具、かつて牛を出荷する際に用

いた「ワラ草履」などを見せながら、愛情を持って牛を飼育しているようすを伝えまし

た。 

これらの体験授業のようすをシンポジウム参加者が参観し研修しました。 

本物の牛に触った感想として、「毛が柔らかくてすべすべしている。」「子牛なのにこ

んなに大きくてびっくりした。」など素直な意見が出されていました。 

畜産協会から事業実施状況を報告 松阪市立天白小学校の草分先生 
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松阪牛生産者の森本さん シンポジウムパネラーの皆さん 

シンポジウムのようす 

松阪市立天白小学校で行われた松阪牛の学習のようす 

 全国からの参加者の皆さん 
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校庭につながれた「松阪牛」を見学する子供たち 

 

Ⅲ 参考資料 

1 畜産理解のためのパネル （本年度製作したうちの見本） 

 

 


